
齢

0

財
源
内
訳

者

国庫 計画 0

/

2,708,

住

391 2,802,5

み

86 2,860,30

慣

8 2,826,596

れ

支出金 実績 0

た

0
県 計画 0

地

1

域

,788,695 1,

で

940,433 1,8

、

95,358 1,88

自

6,119
支出金 実績

ら

0

の

0

地方債 計画 0

0

0 0

意

0 0
実績 0

0

0

その他

思

計画 0

に

1,874,07

沿

2 1,926,862

っ

1,968,410 1

た

,799,549
実績

豊

0

か

0
一般 計画 0

な

6,561

生

,519 6,848,

活

529 7,033,0

を

51 7,234,78

送

2
財源 実績 0

る

0

人件費 計

目

画 0 88

指

,139 149,65

す

6 149,656 14

姿

8,699
実績 0

方

0
トータル

針

計画 0

・

13,020,

地

816 13,668,

域

066 13,906,

で

783 13,895,

の

745
コスト 実績 0

高

0

齢者の社会参加の促進やフレイル予防が図

令

れるよう、地域ささえ

和

あい協議体における
住

 

民主体による多様で参

7

加しやすい通いの場や

年

交流の場の創出・拡充

度

の検討のための支援を

施

行う。
・認知症になっ

策

ても地域で安心して暮

方

らせるよう、医療・介

針

護の専門職の連携を推

書

進し、認知症の
早期発

政

見・早期支援を図ると

　

ともに、認知症サポー

策

ターの養成を進め、認

0

知症への理解のある地

1

域
づくりに取り組む。

共

令和 7年度 ・第10

に

期ほほえみプラン21

支

に基づく在宅高齢者の

え

自立支援を行うほほえ

合

みサービスの周知を図

い

り、
活用の拡大を推進

豊

する。また、介護保険

か

サービスの基盤整備と

に

ともに、県とも連携し

暮

ながら幅広い
介護人材

ら

の確保と定着支援を図

せ

る。

るまちづくり
施　策 03

指標
成

す

果 高齢者数に対する介

こ

護保険認定者の割合（

や

７５～７９歳）（↘ ）

か

単位 ％
指標名① 達成率

長

区分 削減目標
令和02

寿

年度 令和 4年度 令和

社

 5年度 令和 6年度

会

令和 7年度
目標値 計

の

画 11.7 11.7 1

推

1.7 11.7
実績 1

進

1.8 10.3 10.

主

6
達成率 113.59

管

% 110.38%
成果

課

市内の通いの場の数 単

地

位 箇所
指標名② 達成率

域

区分 増加目標
令和02

包

年度 令和 4年度 令和

括

 5年度 令和 6年度

ケ

令和 7年度
目標値 計

ア

画 194 208 222

推

236
実績 166 18

進

4 201
達成率 94.

課

85% 96.63%
成

関

果 単位
指標名③ 達成率

連

区分
令和 4年度 令和

課

 5年度 令和 6年度

地

令和 7年度
目標値 計

域

画
実績

達成率

包括ケア推進

事業

課

費内訳 （単位：千円）

、

令和 4年度 令和 5

介

年度 令和 6年度 令和

護

 7年度 令和 8年度

保

令和 9年度

事業費 計

険

画 0

課

12,932,6

施

77 13,518,4

策

10 13,757,1

が

27 13,747,0

高

46
実績 0

0

0
0
0

0
0
0
0
0

0

0
0
0

0



 

体

のみ世帯があり、高齢

へ

者の避難の遅れを防ぐ

の

ため、普段からの対策

支

や訓練が重要であるの

援

で、避難訓練を平日に

を

実施し、地域とのつな

行

がりや学校等との連携

う

方法を確
認した方がよ

と

い。
 

市民意見

と

5

もに、通いの場へ
の専

年

門職の派遣による介護

度

予防や認知症予防に関

評

する知識を学ぶ場の提

価

供、各圏域ごとに配置

兼

した
認知症初期集中支

事

援チームによる早期の

中

認知症の人や家族への

（

支援を行った。
・高齢

 

者の日常生活支援対策

令

については、各中学校

和

区における地域ささえ

 

あい協議体での協議を

6

支
援する生活支援コー

年

ディネーターを配置し

度

、新たな居場所の開設

）

や移動支援の立ち上げ

評

支援など住
民同士によ

価

る支え合う体制の構築

・

に取り組むととともに

介

、各圏域において地域

護

包括支援センターが
地

予

域ケア個別会議・地域

防

ケア圏域会議にて抽出

と

した高齢者の課題につ

認

いて、地域ケア推進会

知

議にて
協議を行い、課

症

題解決を図った。
施策

（

の ・持続可能な介護サ

予

ービスの提供について

防

は、ほほえみプランに

）

基づき、認知症対応型

対

共同生活介
振り返り 護

策

、小規模多機能型居宅

に

介護、定期巡回随時対

つ

応型訪問介護看護及び

い

看護小規模多機能型居

て

宅介護
を提供する事業

は

者を決定し、計画期間

、

内（令和５年度末）に

地

おけるサービス提供事

域

業者の確保がで
きた。

で

また、介護人材確保の

の

ために毎年実施してい

高

る「入門的講座」を開

齢

催し、１名の就労につ

者

な
がった。

・フレイル

の

予防に資する高齢者の

社

社会参加を進めるにあ

会

たり、特に男性が興味

参

を示す活動の場や機
会

加

が少ないため、庁内や

の

地域ささえあい協議体

促

等において、連携・協

進

議を進める必要がある

を

。
・ひとり暮らし高齢

図

者や認知症高齢者が増

る

加する傾向の中、専門

た

職や行政が地域と連携

め

してささえ
ていく必要

、

があるため、より一層

住

、地域ささえあい協議

民

体で協議を進め、地域

主

での見守り合いの促
進

体

、認知症への理解の向

に

上を図っていく必要が

よ

ある。
・高齢者ができ

る

る限り長く住み慣れた

ミ

地域で生活できるよう

令

ニ

、第１０期ほほえみプ

デ

ランに基づき、
地域密

イ

着型サービスの基盤整

や

備を進めるとともに介

居

護人材の確保・定着を

場

図る必要がある。

施策

所

の
課題

・地域ささえあ

、

い協議体の開催目的が

焼

協議体のメンバーに伝

津

えきれていない。主体

和

こ

が市なのか、社
会福祉

ろ

協議会なのかわかりづ

ば

らい。
・高齢者の地域

ん

での通いの場の種類が

体

、居場所、ミニデイな

操

ど様々あり、助成や補

の

助も様々である
ことか

実

ら整理した方がよいの

施

ではないか。
・ひとり

団

暮らし高齢者や高齢者


